
産
業
常
任
委
員
会
で
６
月
８
日

に
実
施
し
た
管
内
視
察
に
つ
い
て

委
員
の
感
想
を
交
え
報
告
し
ま
す
。

①
飛
騨
古
川
ま
つ
り
会
館

　

�

施
設
状
況
と
問
題
点（
ト
イ
レ
・

ス
ロ
ー
プ
・
映
像
ホ
ー
ル
構
造
・

レ
ス
ト
ラ
ン
等
）を
視
察

●��

如
何
に
し
て
入
館
者
を
増
や

す
か
。
営
業
活
動
を
強
化
し
営

業
、
宣
伝
活
動
を
積
極
的
に
実

施
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

(

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
活
用
、
旅
行

会
社
へ
の
売
り
込
み
な
ど)

②
飛
騨
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

●��

火
災
の
想
定
原
因
に
対
す
る

対
策
は
完
了
し
て
い
る
と
思
え

る
が
、
真
の
原
因
が
不
明
で
あ

る
現
状
で
は
、計
器
、機
器
の
日

常
点
検
、
定
期
点
検
を
確
実
に

実
施
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

る
。
特
に
圧
力
関
係
の
計
器
、

逃
し
弁
、
調
整
弁
は
今
回
の
対

策
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
点

検
は
必
須
で
あ
る
。

●��

火
災
原
因
に
つ
い
て
は
、管
理
者

に
落
ち
度
が
な
く
、瑕
疵
期
間
内

の
た
め
、工
事
請
負
者
に
対
し
損

害
賠
償
を
含
め
責
任
を
明
確
に

し
て
欲
し
い
。
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
早
い
解
決
を
望
む
。

③
河
合
舌
刈
大
作
戦

　

�

河
合
町
有
家
の
地
域
づ
く
り
放

牧
事
業
と
農
地
集
約
整
備
事
業

●��

中
山
間
地
域
で
の
耕
作
放
棄

地
の
有
効
な
利
用
方
策
で
あ
り

適
用
で
き
る
地
域
が
他
に
も
多

く
あ
る
よ
う
に
思
う
。

●��

面
白
い
着
想
で
、
耕
作
放
牧
を

防
ぎ
、
地
元
の
特
産
の
肉
用
牛

経
営
の
改
善
に
効
果
が
あ
る
と

感
じ
た
。
今
後
の
さ
ら
な
る
展

開
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

●��

飼
料
資
源
の
生
産
基
盤
を
確

立
す
る
た
め
に
大
い
に
推
進
し

て
欲
し
い
。
中
山
間
の
問
題

を「
牛
の
力
」を
借
り
て
解
決
し

た
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
し
て
欲
し

い
。

④
み
ず
ほ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

施
設
運
用
の
状
況
を
視
察

●��

飛
騨
市
の
今
後
長
期
間
の
人
口

推
移
を
考
慮
し
た
装
置
・
機
器

の
更
新
、建
物
の
補
修
を
行
う
計

画
を
立
て
て
過
剰
投
資
に
な
ら

な
い
配
慮
が
必
要
と
考
え
る
。

●��
使
用
開
始
平
成
15
年
４
月
と

施
設
は
老
朽
化
し
て
い
る
が
重

要
な
施
設
、
今
後
ど
う
や
っ
て

維
持
管
理
し
て
い
く
か
が
課

題
。

⑤
国
道
360
号
種
蔵
打
保
バ
イ
パ
ス

�

（
仮
称
）３
号
ト
ン
ネ
ル

●��

雨
量
規
制
区
間
の
解
消
、
災
害

時
の
緊
急
輸
送
路
、
隘
路
の
解

消
に
よ
る
安
全
通
行
の
確
保
が

目
的
の
工
事
で
早
急
な
完
成
を

望
む
。

⑥
レ
ー
ル
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク

�

渓
谷
コ
ー
ス
検
討
箇
所

　

�

二
ツ
屋
よ
り
下
流
の
橋
梁
、
ト

ン
ネ
ル
を
徒
歩
で
確
認

●��

安
全
面
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
が
、
ど
の
様
に
し
た
ら
安
全

を
確
保
し
、
早
期
に
提
供
で
き

る
か
と
い
う
取
り
組
み
を
望

む
。

●��

落
石
の
問
題
、
レ
ー
ル
マ
ウ
ン

テ
ン
バ
イ
ク
か
ら
の
乗
降
の
問

題
点
も
あ
り
、十
分
な
検
討
、安

全
対
策
が
必
要
。

●��

落
石
の
危
険
箇
所
を
ク
リ
ア

す
れ
ば
、
第
二
の
コ
ー
ス
と
し

て
使
用
可
能
。
駐
車
場
の
完
備

も
必
要
。

●��

緑
豊
か
で
、
高
原
川
の
緑
や
青

の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
、
石
や
岩
等

の
自
然
配
置
と
な
っ
て
お
り
、

都
会
人
、
外
国
人
が
好
む
景
観

が
多
い
。

⑦
市
道
釜
崎
朝
浦
線

�

ア
ー
チ
カ
ル
バ
ー
ト
工
法

●��

釜
崎
か
ら
朝
浦(

神
岡
小
学

校
付
近)

ま
で
の
道
路
で
あ
る

が
、
今
後
延
伸
し
て
国
道
４
１

号
に
接
続
す
る
と
、
よ
り
利
用

価
値
が
あ
る
と
考
え
る
。

●��

ア
ー
チ
カ
ル
バ
ー
ト
工
法
の

利
便
性
を
確
認
。

⑧
流
葉
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
予
定
地

●��

二
面
整
備
で
利
用
範
囲
が
大

幅
に
拡
充
さ
れ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
早
期
完
成
を
望
む
。

●��

滞
在
型
ス
ポ
ー
ツ
宿
泊
客
の

促
進
に
よ
り
、
地
元
に
活
力
を

演
出
す
る
意
味
で
大
切
。

⑨
Ｆ
ａ
ｂ
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ　

Ｈ
ｉ
ｄ
ａ

●��

飛
騨
の
木
を
利
用
し
た
製
品

の
開
発
な
ど
の
活
動
を
さ
れ
て

い
る
が
、
現
状
で
は
会
社
が
大

き
く
成
長
す
る
要
素
が
見
え
な

い
。

●��

十
分
な
可
能
性
を
秘
め
て
い

る
。
飛
騨
市
が
上
手
く
活
用
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
。

●��

飛
騨
の
森
林
資
源
の
活
用
、
飛

騨
の
匠
た
ち
と
の
連
携
や
交

流
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
産
む

チ
ャ
ン
ス
と
し
て
欲
し
い
。

�

（
委
員
長　

洞
口
和
彦
）

飛騨市クリーンセンター

レールマウンテンバイク渓谷コース候補地

河合町有家　放牧予定地
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総
務
常
任
委
員
会
で
は
６
月
10

日
に
市
内
７
ヶ
所
の
管
内
視
察
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
感
じ

た
事
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

①
和
光
園（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

　

�　

建
設
後
33
年
が
経
過
し
相
応

の
老
朽
が
見
ら
れ
る
た
め
、
隣

接
の
土
地
を
購
入
し
定
員
50
名

で
完
全
個
室
の
新
築
計
画
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
新
築
予
定

場
所
は
、
敷
地
面
積
の
関
係
で

４
階
建
て
の
構
想
で
す
が
、
介

護
者
を
含
め
た
見
守
り
が
大
変

で
は
な
い
か
再
考
を
望
む
所
で

あ
る
。
原
案
で
進
む
の
な
ら
市

単
独
に
よ
る
職
員
増
員
の
必
要

性
あ
り
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

�　

ま
た
、
今
あ
る
園
を
改
修

し
、
男
女
別
障
害
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
や
生
活
困
窮
者
用
の
住

居
を
整
備
、
24
時
間
定
期
巡
回

型
の
訪
問
看
護
・
訪
問
介
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
併
設
予
定
。
改

修
に
も
、
施
設
の
老
朽
化
を
考

え
る
と
相
当
の
費
用
が
か
か
る

と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

�　

入
居
時
は
健
康
で
あ
っ
て

も
、年
を
重
ね
る
毎
に
介
護
が
必

要
な
入
所
者
が
増
え
て
お
り
、

職
員
と
事
業
者（
吉
城
福
祉
会
）

の
負
担
が
増
え
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
八
畳
間
に

ベ
ッ
ド
が
２
台
置
い
て
あ
る
様

子
を
み
て
、と
て
も
十
分
に
は
生

活
で
き
る
空
間
と
は
思
え
な
か

っ
た
。
ま
た
、
職
員
の
話
か
ら

も
、新
し
い
施
設
の
必
要
性
を
感

じ
、そ
の
際
に
は
現
場
職
員
の
話

を
し
っ
か
り
聞
い
て
進
め
て
い

く
べ
き
と
感
じ
ま
し
た
。

②
古
川
消
防
署

　

�　

消
防
救
助
技
術
東
海
地
区
指

導
会
に
向
け
、
飛
騨
市
を
代
表

し
て
出
場
す
る
隊
員
の
救
助
訓

練
を
視
察
し
た
。
訓
練
は
、
地

上
７
ｍ
に
張
ら
れ
た
20
ｍ
ロ
ー

プ
を
渡
り
救
助
す
る
ロ
ー
プ
ブ

リ
ッ
ジ
救
出
や
15
ｍ
の
高
さ
を

登
る
ロ
ー
プ
応
用
登
は
ん
な
ど

の
種
目
を
見
学
。
い
ざ
と
い
う

時
の
た
め
に
日
頃
か
ら
各
種
訓

練
に
励
ま
れ
、
市
民
の
安
心
安

全
な
生
活
を
守
る
た
め
の
ご
尽

力
に
感
謝
し
た
い
。

③
ま
ご
の
手（
サ
ー
ビ
ス
付
き

�

高
齢
者
向
け
住
宅
）

　

�　

要
支
援
相
当
か
ら
要
介
護
度

が
軽
く
自
立
度
の
高
い
高
齢
者

向
け
住
宅
で
、
三
部
に
分
か
れ

た
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
も
実
施
し

て
お
り
、
誰
で
も
気
軽
に
立
ち

寄
れ
る
施
設
を
目
指
し
て
今
年

４
月
に
開
所
。
居
住
空
間
も
広

く
自
由
度
が
高
い
う
え
に
24
時

間
365
日
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
整
っ

て
お
り
一
人
暮
ら
し
の
方
に
と

っ
て
は
安
心
し
て
生
活
で
き
る

所
で
あ
る
と
感
じ
た
。

④
神
岡
中
学
校

　

�　

神
岡
中
学
校
の
ス
ー
パ
ー
少

人
数
指
導
授
業
の
様
子
を
見
学

し
て
、
生
徒
も
先
生
も
と
て
も

生
き
生
き
と
、
楽
し
く
学
ん
で

い
る
雰
囲
気
を
感
じ
ま
し
た
。

学
力
も
向
上
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

を
高
く
評
価
し
た
い
と
思
う
。

今
後
適
切
な
教
員
配
置
や
時
間

配
分
な
ど
を
検
討
し
市
内
中
学

校
全
体
で
学
力
向
上
を
目
指
し

て
欲
し
い
と
思
う
。

⑤
神
岡
給
食
セ
ン
タ
ー

　

�　

子
供
の
食
育
を
考
え
薄
味

で
、
限
ら
れ
た
予
算
で
工
夫
さ

れ
た
給
食
を
試
食
し
、
素
材
の

持
つ
本
来
の
旨
さ
を
引
き
出
し

て
あ
り
、
と
て
も
お
い
し
く
頂

い
た
。
栄
養
士
の
方
か
ら
、
給

食
費
の
ア
ッ
プ
の
件
で
苦
慮
し

て
い
る
と
聞
い
た
。

⑥
レ
ー
ル
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク

�

渓
谷
コ
ー
ス
検
討
区
間

　

�　

レ
ー
ル
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク

事
業
を
地
域
活
性
化
の
一
つ
と

し
て
大
い
に
応
援
し
た
い
と
思

う
。
こ
の
ル
ー
ト
を
営
業
す
る

た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
に
運
営

管
理
し
て
い
く
の
か
、
採
算
性

は
あ
る
の
か
を
市
も
議
会
も
よ

く
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑦
旧
あ
さ
ぎ
り
保
育
所

�

（
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
）

　

�　

保
護
者
の
方
が
安
心
し
て
子

育
て
が
で
き
る
環
境
を
整
え
て

あ
り
、
手
厚
い
施
策
で
あ
る
と

感
じ
た
。
市
内
の
保
育
園
、
広

域
入
所
に
よ
る
幼
児
が
対
象
で

あ
る
。
こ
う
い
っ
た
施
設
が
整

備
さ
れ
、
家
族
が
安
心
し
て
勤

め
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
に
は
賛
成
で
あ
る
。
あ
さ
ぎ

り
で
は
、
対
象
者
が
少
な
く
て

も
収
入
が
あ
り
、
赤
字
に
は
な

ら
な
い
と
伺
っ
た
の
で
安
心
し

た
。
こ
の
施
設
の
状
況
を
み
な

が
ら
、
今
後
増
設
す
る
か
ど
う

か
判
断
し
て
い
く
べ
き
と
感
じ

た
。

�

（
副
委
員
長　

澤
史
朗
）

神岡給食センター試食

和光園で職員から説明を聞く

出場隊員の訓練の様子
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